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第１章 はじめに 

 

１－１．新水道ビジョンの概要 

①策定の目的 

志摩市は、全域が伊勢志摩国立公園に指定され、美しく豊かな海と山の自然に恵まれた

地域であるとともに、その自然環境に根差して築きあげられた文化、伝統、産業などの文

化的な多様性にも富んだ地域です。志摩市は平成１６年１０月１日に旧志摩郡５町（浜島

町、大王町、志摩町、阿児町、磯部町）の合併により誕生し、志摩市水道事業が給水を開

始しました。平成２３年には現状計画である計画給水人口５７，０００人、計画１日最大

給水量３５，４００㎥/日へと変更しました。 

昭和４３年度供用開始後、長年志摩市民の生活を支えてきた志摩市水道事業ですが、人

口減少に伴う減収や施設の老朽化・経年化が進んでおり、加えて地震や異常気象などの災

害への対策も求められています。このような現状を鑑みると、今後の水道事業に係る経営

環境は今まで以上に厳しいものになると考えており、水道事業存続の岐路に立たされて

います。こうした水道事業を取り巻く環境の大きな変革期において、平成２５年３月厚生

労働省は水道事業の将来を見据えた新水道ビジョンを策定しました。志摩市においても

「安全」、「強靭」、「持続」を備えた実現可能な新たな水道事業ビジョンを策定することが

求められています。 

 

自然災害等によ

る被災を最小限

にとどめ、被災し

た場合も速やか

に復旧できるし

なやかな水道 

すべての市民が、

いつでもどこで

もおいしく飲め

る水道 

 強靭 

持続 

安全 

給水人口や給水量の増

減に対応できる、健全か

つ安定的な事業運営が

可能な水道 

図１－１ 国が示す、新水道ビジョンのイメージ 

1



 
志摩市新水道ビジョン 2021 
 

 

今回策定する新水道ビジョンでは、志摩市水道事業の現状と課題を分析・評価したうえ

で、目指すべき理想像を描き、その実現のための方策などを示すものとします。なお、策

定に当たっては、厚生労働省の「新水道ビジョン」の方針を踏まえつつ、総務省が示す水

道事業の経営戦略の必須確認項目をすべて含めた内容とし、計画期間は、概ね令和３年度

から令和２１年度までの１９年間とします。 

 

②計画期間 

令和３年度～令和２１年度（１９年間） 

 

③関連計画 

志摩市新水道ビジョン 2021 の位置づけは図１－２の通りです。 

図１－２ 志摩市新水道ビジョン２０２１の位置づけ 

 

厚生労働省の新水道ビジョン・水道事業ビジョン作成の手引き・水道の耐震化計画など

策定指針及び、志摩市の第２次志摩市総合計画後期基本計画・志摩市水道ビジョン２００

７を踏まえた上で、今回、「志摩市新水道ビジョン２０２１」を策定しています。 
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１－２．志摩市の概況 

①志摩市の沿革 

旧志摩郡５町（浜島町、大王町、志摩町、阿児町、磯部町）が平成１６年１０月に合併

し志摩市となりました。本合併に伴い水道事業も統合しました。 

 

図１－３  志摩市内の位置図 

 

②位置・地勢 

志摩市は、三重県の東南部に位置し、北部は伊勢市および鳥羽市に、西部は南伊勢町に

接し、南部および東部は太平洋にそれぞれ面しています。全ての町が伊勢志摩国立公園に

含まれ、英虞湾、的矢湾といったリアス海岸が特徴的で、湾内をはじめ、大小の島々も点

在する自然豊かな地域です。自然に恵まれた志摩市は観光業が盛んであり、志摩市外から

も多くの観光客が訪れます。 

磯部町 

浜島町 

志摩町 

阿児町 

大王町 
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三重県の気候は、全般に温和な気候となっていますが、平野部、盆地部、山地部と地形

の複雑さや地理的な条件、季節的な気候特性から本県の気候として、伊勢平野、熊野灘沿

岸、上野盆地、鈴鹿山麓及び山地の気候域に分けることができます。 

伊勢平野の気候は、南北に長く広いため地域差があるが、年平均気温は約１５℃、年間

降水量は１，６００mm～２,０００mm で一般に温和な気候です。 

熊野灘沿岸の気候は、紀伊山地が北西の季節風をさえぎることや、南岸を暖かい黒潮が

流れているので、県内では最も温暖で、雨の多い地域となっており、志摩半島沿岸では年

平均気温は約１６℃、年間降水量は２，０００mm～２，６００mm です。 

志摩市の気候風土は、伊勢平野と熊野灘沿岸の気候の節点にあたり、四季を通じて温暖

で恵まれた条件となっており、気温は年平均１５～１７℃で積雪を見ることはまれです。

また、年間降雨量および降雨日数はほぼ全国平均並みになっています。 

 

③志摩市の人口 

志摩市の過去１０年の人口及び世帯数の推移は次の表に示したとおり、人口は、日本全

国の人口推計と同様に減少傾向であり、世帯数は若干の増減があるものの、ほぼ横ばいを

保っています。 

 

表１－１ 志摩市の過去１０年の人口及び世帯数動態表(出典：志摩市) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 男（⼈） ⼥（⼈） 合計（⼈） 世帯数
平成２３年度 26,415 29,809 56,224 22,787
平成２４年度 25,991 29,535 55,526 22,968
平成２５年度 25,602 28,993 54,595 22,987
平成２６年度 25,125 28,467 53,592 22,902
平成２７年度 24,671 27,974 52,645 22,879
平成２８年度 24,309 27,563 51,872 22,926
平成２９年度 23,773 27,053 50,826 22,846
平成３０年度 23,287 26,610 49,897 22,787
令和元年度 22,820 26,138 48,958 22,837
令和２年度 22,426 25,634 48,060 22,810

※各年度全て3月31日時点の人口です。
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表１－２ 志摩市の人口実績（各年度末） 

 

 

表１－３ 志摩市の推定人口（各年度末） 

 

 

 

志摩市の行政区域内人口は、令和２年度末４８，０６０人ですが、１０年後（令和１２

年度末）には３８，６６４人に、本ビジョン計画期間末（令和２１年度末）には 

３０，８６３人にまで減少すると推計されます。 

項目 単位 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 平成28
行政区域内人口 人 56,224 55,526 54,595 53,592 52,645 51,872

項目 単位 平成29 平成30 令和1 令和2
行政区域内人口 人 50,826 49,897 48,958 48,060

項目 単位 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7 令和8 令和9
行政区域内人口 人 47,058 46,108 45,157 44,207 43,257 42,338 41,419

項目 単位 令和10 令和11 令和12 令和13 令和14 令和15 令和16
行政区域内人口 人 40,500 39,581 38,664 37,779 36,895 36,010 35,126

項目 単位 令和17 令和18 令和19 令和20 令和21
行政区域内人口 人 34,241 33,397 32,552 31,707 30,863
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第２章 フォローアップ 

 

２－１．前回ビジョンのフォローアップ 

前回の水道ビジョンである「志摩市水道ビジョン２００７」についてフォローアップを行

いました。下記の主要項目を整理します。 

 

【安全】 

・緊急遮断弁の設置 

磯部北部配水池を含む４箇所の配水池について緊急遮断弁を設置しました。 

 

・水安全計画 

水安全計画を策定し、適宜更新していきます。 

 

【強靭】 

・施設の耐震化 

平成２６年度に配水池の耐震化の要否について調査し、必要箇所に耐震化処置を

実施しました。 

 

・施設及び管路の更新 

施設及び管路は、必要に応じた延命措置を実施しています。管路については使用年

数の長いものから更新を進めています。 

 

・南勢志摩水道用水供給事業と志摩市水道事業の一元化 

平成２３年４月１日に三重県企業庁から県営志摩水道の資産譲渡を受けて、志摩

市水道事業へ一元化されました。 

 

・ＧＩＳ(地理情報システム)による水道管路図の整備、危機管理体制の強化 

マッピングシステムが完成していることに加え、本システムによる配管の資産管

理ができています。今後の計画的な配管更新に対する情報面での整理は出来ている

といえます。 
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【持続】 

・水道料金統一化 

平成２２年４月に旧町ごとに設定していた料金を統一しました。 

 

・民間業者の積極的導入 

検針及び徴収業務を民間に委託することにより、水道料金収納率の向上及び業務

の効率化を図っています。 

 

【その他】 

・省エネルギー、自然エネルギー利用 

太陽光発電・小水力発電システムを導入しました。 

 

２－２．フォローアップ 

今回策定した志摩市新水道ビジョン２０２１も前回同様に作成して終わりではなく、Ｐ

ＤＣＡサイクルを回し続けていくことが重要です。 

ＰＤＣＡサイクル（①計画の構築：Ｐｌａｎ ⇒ ②事業の実施：Ｄｏ ⇒ ③目標達成状況

の確認・検証：Ｃｈｅｃｋ ⇒ ④改善の検討：Ａｃｔｉｏｎ）を行い、志摩市新水道ビジョ

ン２０２１の見直しを図り、フォローアップを行っていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２−１ PDCA サイクル概念図 

Plan(計画) 

目標･施策の策定 

Check(検証) 

事後評価 

Action(改善) 

未達成目標の対処 

Do(実施) 

事業の実施 

ＰＤＣＡ 

サイクル 
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第３章 志摩市水道事業の現状評価と課題 

 

３－１．志摩市水道事業のあゆみ 

旧志摩郡５町（浜島町、大王町、志摩町、阿児町、磯部町）が、昭和４３年（１９６８年）

以降それぞれ、三重県企業庁から受水してきました。平成１６年（２００４年）１０月、志

摩郡５町が合併し志摩市となったことにより、水道事業も合併しました。平成２３年には三

重県企業庁による南勢志摩水道用水供給事業（志摩系）の磯部浄水場を譲り受け志摩市の管

理下で運転を継続しています。また、同じく平成２３年には間崎簡易水道を志摩市水道事業

に統合し、市内水道の効率化を推進しました。 

 

３－２．水道施設の概要 

① 施設 

ダム：神路ダム水が志摩市水道事業の主要な水道水源となっています。神路ダムは 

上流部に工場排水や生活排水等の流入がないため、比較的良好な水質となって

います。しかし、ダム湖内で発生したプランクトンや、有機物を始め、ダム湖周

辺に生息する野生生物などの影響を受ける可能性があります。 

 

写真３－１ 神路ダム 
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浄水場：磯部浄水場は供用開始から５３年以上経過しています。老朽化が進んでいま 

すが、適宜メンテナンスを実施することで、延命化を図っています。また、 

多気浄水場については三重県が所有・運転管理を行っています。 

写真３－２ 磯部浄水場 

 

配水池：磯部浄水場で処理した水は、市内各地に設置されている配水池から各家庭に 

配水しています。 

 

配水ポンプ：各配水池から自然流下による配水では水圧低下となる区域に対しては、 

配水ポンプを使用しています。 
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表３－１ 志摩市水道事業に関連する浄水場の概要 

浄水場名 磯部浄水場 多気浄水場 

所有者 志摩市 三重県 

所在地 三重県志摩市磯部町恵利原２２３ 三重県多気郡多気町相可１７１０ 

水源 
二級河川磯部川水系磯部川 

（神路ダム及び恵利原ダム） 

一級河川櫛田川水系櫛田川 

（蓮ダム） 

給水能力 

（現在） 

３１，０００㎥/日 
１０，０００㎥/日（志摩市） 

（全体;１３９，８５０㎥/日） 

４１，０００㎥/日 

給水対象 
志摩市 松阪市、伊勢市、鳥羽市、志摩市他 

（１市） （９市町） 

給水開始

年月 

昭和４３年１１月～ 平成４年４月～ 

（全部）平成８年４月 

建設期間 
（創設）昭和４０～４７年度 (創設・1拡）昭和５０～６３年度 

（1 拡）昭和４８～５０年度 （2 拡）平成元～７年度 

（参考＿多気浄水場：三重県企業庁ＨＰ） 

 

②水道管路 

志摩市水道事業全体で保有している管路は全長で約８７０ｋｍです。（令和２年度水道

統計より、導水管２．１km、送水管７４．７km、配水管７７６．５km、給水管１６．７km） 

管路の寿命は４０年から６０年といわれています。現在、布設から４１年以上経過して

いる管は全体の約１７％です。また、布設年度が不明確な管路が全体の３０％を占めてお

り、これらについては計画的な更新を行う必要があります。なお、令和２年度には「送水

管更新実施計画」を策定しており、令和５年度から令和４４年度までの４０年間かけて送

水管を更新する計画となっています。 

 

表３－２ 年代別 水道管路分布 

 

単位：km
口径

布設年度
不明 3.4 78.0 178.1 2.3 262 262 30%

1960年代 0.0 23.9 18.5 18.8 61
1970年代 0.0 3.7 61.6 20.0 85
1980年代 0.0 5.6 101.6 16.0 123
1990年代 0.0 6.4 178.6 32.7 218
2000年代 0.0 3.5 71.1 8.8 83
2010年代 0.0 3.0 29.7 4.4 37
合計 3 124 639 103 870 870 100%

不明

461

147 17%

53%

50mm未満 50mm以上
300mm未満

300mm以上 合計 割合(%)
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図３－１ 年別種別 水道管路分布 

 

 

③ＳＤＧｓ未来都市としての取り組み 

平成３０年６月に志摩市は、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）達成に向けた取り組みを

先導的に進めていく自治体である「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されました。水道事業にお

いても、 

・目標６：安全な水とトイレを世界中に 

・目標１３：気候変動に具体的な対策を 

を掲げ、取り組みます。既に事業化している具体的な取り組みは下記の通りです。 

 

目標６  ・安全な水を安定的に供給し続けます。 

・渇水期の神路ダムの水量不足を補うために、三重県企業庁より日量最大 

１万㎥の受水体制を構築しました。 

・志摩市が被災した際に他の都市からの支援の受け入れ体制を整えました。 

 

目標１３ ・気候関連災害や自然災害に対する強靭性を確保します。 

・水安全計画を策定しており、渇水期の原水水質異常が発生した際には、迅

速かつ効果的に活性炭を使用し安全な水質を確保します。 

       ・再生可能エネルギーを活用し、温暖化防止に取り組みます。 

       ・磯部浄水場では太陽光発電・小水力発電を導入しています。 

 

今後もこれらの事業を継続し、ＳＤＧｓ目標達成に寄与し続けます。 
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３－３． 安全 

①原水水質と浄水方法 

磯部浄水場の水源は神路ダムです。神路ダムに異臭味の原因となる物質、油類などが流

入した場合には、粉末活性炭処理を行い原因物質の除去をする必要があります。磯部浄水

場には粉末活性炭注入設備があり、異臭味原因物質（２－ＭＩＢ、ジェオスミン等）の濃

度上昇時や油類流入時に対応できるようにしています。また、高感度濁度計によりろ過水

濁度を０．１度以下に維持することで、水道水中への耐塩素性病原生物（クリプトスポリ

ジウム等）の侵入を防ぎます。いつでも安心で安定した給水が可能となるように、水質検

査を含めた監視を日々行っています。 

 

②給水水質 

給水水質とは浄水場で浄水された水が末端給水栓（各家庭）での水質を指します。浄水

場から配水池、配水池から各家庭まで届く間に送水管、配水管、給水管を通ります。その

間に管の汚れ等で水質が悪化することや、残留塩素（消毒成分）濃度が低下することがあ

ります。 

給水水質は常に水質基準を満たしてますが、平成２８年度にトリクロロ酢酸、平成３０

年度にジェオスミンが水質基準値を超過する事例がありました。 

平成２８年度のトリクロロ酢酸に関しましては、１０月・１１月に末端給水での水質検

査で基準値０．０３ｍｇ/Ｌに対し０．０３１から０．０３２ｍｇ/Ｌ検出しました。原因

は神路ダムの原水中の有機物の増加です。浄水処理過程で消毒剤の塩素を減量し吸着剤

であるポリ塩化アルミニウムの増量で解消しました。 

平成３０年度のジェオスミンに関しましては、基準値１０ｎｇ/Ｌ以下に対して、浄水

直後で２１ｎｇ/Ｌ検出しました。原因は神路ダムで藻類などの植物プランクトンが異常

発生したためです。活性炭を使用して解消しました。 

直ちに水道水の安全性に問題が起こることはありませんが、今後の水質管理の課題と

して挙げられます。 

 

③水道水質検査 

水道水は水道法により水質基準が定められています。志摩市では毎年度水道水質検査

計画を立て以下のような検査を行っています。 

 

・毎日検査、毎月検査、水質基準項目検査（５１項目）、原水の水質検査（３９項目）、

クリプトスポリジウム等検査、農薬類検査。 

 

水質測定地点は、水源、磯部浄水場、末端給水栓などと幅広く実施しています。水質検

査結果は公式ウェブサイトにて公表しています。 
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④水安全計画 

厚生労働省は水安全計画の策定を推奨しています。水道水の安全性を一層高め、今後と

も市民のみなさまが安心しておいしく飲める水道水を安定的に供給していくために、水

源から給水栓に至る統合的な水質管理を実現することが重要となります。 

志摩市では、「磯部浄水場水安全計画」を平成２９年に策定しています。本計画では、

事象の影響度や発生頻度を考慮したうえでリスクレベルを算出し、様々な事態に対する

対応が定められています。なお、厚生労働省「水安全計画策定ガイドライン」においては、

「少なくとも３年に１回程度は確認し、必要により水安全計画の改定を行う。」とされて

いることから、策定から４年経過している現在、「磯部浄水場水安全計画」は改定の検討

が必要な時期となっています。 

 

⑤課題 

水の安全性については概ね良好ですが、トリクロロ酢酸をはじめとする消毒副生成物

や、ジェオスミンをはじめとする異臭未原因物質の発生に注意をはらいながら水質管理

を行います。 

 

３－４．強靭 

①施設・管路の耐震化 

１）磯部浄水場の耐震性能 

平成７年度、磯部浄水場では、昭和５６年厚生省の報告書に基づいた簡易耐震診断

を実施しています。その結果は「高」「中」と判定されています。 

 

２）管路の耐震化 

配管については、老朽管の更新にあたり、順次耐震管への置き換えを進めています。

また、送水管更新実施計画により、送水管の耐震化も進めていきます。 

 

②水道施設の耐震化 

地震に強い水道を目指し、これまで以上に水道施設の耐震化の取り組みを行っていく

ため、平成２７年６月に厚生労働省は水道の耐震化計画等策定指針を定めました。志摩市

水道事業ではこれまでも更新工事等により耐震化を行ってきましたが、今後も、更なる施

設の耐震化が必要となります。 

 

③課題 

管路の耐震化率向上が今後の課題となります。管路の耐震化は管路の更新に伴い進め

ているため、管路更新率を向上させることが今後の課題となります。 
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３－５．持続 

① 給水人口と給水量 

志摩市水道事業の財政状況や施設規模を評価するための指標として給水人口と給水量

による現状把握を行います。志摩市水道事業の給水普及率はほぼ１００％を達成してお

り、給水区域内人口と給水人口もほぼ同じように推移しています。過去８年で給水区域内

人口は６，５６４人減少、１日有収水量は１，４９５㎥/日減少、１日平均給水量は 

１，５８１㎥/日減少、１日最大給水量は３，４０９㎥/日減少しています。 

 

 

表３－３ 給水人口等の推移 

 

 

 

 

 

図３－２ 給水人口等の推移 

 

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

人 55,506 54,577 53,578 52,631 51,857 50,812 49,882 48,942 48,045

人 54,603 53,707 52,788 51,864 51,105 50,079 49,167 48,244 47,368

％ 98.4% 98.4% 98.5% 98.5% 98.5% 98.6% 98.6% 98.6% 98.6%

㎥/日 17,712 17,820 16,908 16,859 17,025 16,784 16,435 16,217 15,694

㎥/日 20,947 20,970 19,856 19,352 19,577 19,414 19,469 19,366 18,563

㎥/日 27,269 26,990 25,378 25,565 25,264 25,016 24,985 23,860 22,450

年度（元号）

給水普及率

給水人口
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・１日平均有収水量 

料金収入として計上される水量です。各家庭や工場についている水道メーターで

計量された水量が有収水量で、年間の総有収水量を３６５日で割ったものが、１日平

均有収水量です。 

 

・１日平均給水量 

１年間で使った水を３６５日で割った水量です。１日平均給水量には有収水量の

他に無収水量（水道工事等で料金収入にならない水量）や無効水量（漏水など）が含

まれています。水を供給するための費用算出の目安となります。 

 

・１日最大給水量 

１日給水量のうち、１年で最大のものを指します。水道施設規模の目安となります。 

 

②施設・管路の経年状況 

主要水道施設である磯部浄水場は供用開始から５３年以上経過しており老朽化が進ん

でいますが、点検や部品交換などのメンテナンスを適宜実施することで、延命化を図って

います。 

水源、浄水場、配水池などの施設は、管路に比べて目視による調査点検が容易です。 

経年劣化の状況も把握しやすいため適切に修繕等の対応を図っていく必要があります。 

管路は通常地中に埋設されているため、目視点検が困難であり老朽化や漏水の状況が

分かりにくい状況にあります。現時点で既に経年劣化や老朽化を迎えている管路もあり

早急に更新を進めていく必要があります。 

平成３０年度水道事業経営戦略での結果に従い今後の配管更新率を年平均０．２％、敷

設年度不明管を１９７０年代以前と仮定しますと、志摩市水道事業において２０４０年

には８２％の配管が布設後４０年以上、４３％が布設後６０年以上となることが予想さ

れます。老朽化による漏水事故等の増加など、事業運営への悪影響が現れる前に計画的な

更新事業を行っていく必要があります。 

 

③施設の効率性 

水源稼働率は、磯部浄水場･志摩分水(南勢水道受水量)ともに減少してきています。近

年、磯部浄水場稼動率は約６０％、志摩分水の稼働率は約９０％、全体では約６０％とな

っています。 

配水池容量は、１系の「登茂山配水池，船越配水池，渡鹿野配水池」、２系の「五知配

水池，磯部北部配水池，横山配水池，桧山配水池，阿児西部配水池」、南勢系の「大崎配

水池，浜島配水池，南張配水池」は２４時間を越える滞留時間をもつ施設規模となってお

り、一般的に見てやや過大な容量の施設となっています。 
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また、志摩市では漏水の目安として有収率を使用していますが、有収率を見てみると図

３－３に示す通り、全国の同規模自治体（３万～５万人）と同程度であり、計画的に漏水

調査を実施しているものの、有収率の向上は達成できていません。漏水を減らすためにも

配水管更新事業を進めていく必要があります。 

 

 

 

図３－３ 平成２２年～令和元年の有収率推移 

 

④組織体制・人材体制 

平成２６年度には２７人であったものの、令和３年度には２３人と減員しています。

（会計年度任用職員は除く） 

今後は退職した職員の分は新規採用あるいは役所内の人員配置転換等で補充する形で

現行の人数を維持していくことを想定していますが、施設更新事業の実施等業務量の増

加に対しては新たな人員の確保が必須となります。また、計画的な施設の更新事業の実施

には、適切な技術職員の配置も必要となります。 
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⑤財政状況 

財政状況の現況は下述の通りです。詳細は、「第７章 経営戦略」に記載します。 

 

・給水収益 

人口減少に伴い給水収益も減少傾向が続いており、今後も減少傾向が続くものと

見込まれます。現時点では志摩市水道事業の財政状況は健全ですが、今後の給水収益

の減少や設備更新費用の増加を加味すると、将来的には事業継続が困難となること

が想定されます。志摩市水道事業を持続するために適切な水道料金の設定の検討が

必要となります。 

 

・収益的収支 

給水収益減少に伴い、収益的収支も近年減少傾向が続いています。現時点では黒字

を確保していますが、このまま減少傾向が続けば将来的には赤字となり、事業経営が

困難な状態となります。 

  

・資本的収支 

水道施設の整備を進めるための補助金等収入や建設改良費等支出から構成され、

基本的に赤字となります。収益的収支と異なり数値変動は少ない傾向がありますが

施設・管路の老朽化に伴う更新需要が継続して存在するため、赤字額が改善される見

通しはありません。 

今後、送水管更新事業、配水管更新事業、浄水場更新事業、配水施設更新事業の実

施にあたっては、積極的に国などの補助金等を活用して、事業費負担の軽減を図りま

す。また、補填財源を使用しながら、企業債の有効的な活用を検討していきます。 

 

⑥神路ダム 

神路ダムは水道専用のダムです。昭和４７年に完成し、磯部浄水場の水源として機能し

ています。 

水道専用ダムであることから、志摩市水道事業が維持管理費用を全額負担しており、こ

のことが水道料金を底上げする一因となっています。 

将来的には財政的に維持管理が厳しくなる見通しのため、他地域との広域化・共同化に

より他水源を確保することなどを含め、磯部浄水場のあり方を検討する必要があります。 
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⑦課題 

管路の更新率の向上が求められます。そのためにも、将来の施設・管路の更新に耐えう

る安定した財源の確保が課題となります。 

 

３－６．課題の整理 

以上をまとめると、現在の志摩市水道事業の課題は下記の通りになります。 

 

〇安全 

・水道水中の異臭味原因物質濃度や消毒副生成物濃度などの水質管理 

〇強靭 

・管路の耐震化の促進 

〇持続 

・管路の更新率の向上 

・将来の施設・管路の更新財源確保 
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第４章 将来の事業環境 

 

４－１．外部環境 

①将来の給水人口と給水量 

令和２年度志摩市水道事業基本計画中間見直し業務で実施した水需要予測では、将来

の給水人口は令和１１年度末で３９，２９１人、令和２１年度末で３０，８５３人まで減

少することが見込まれています。その結果、料金収入の目安となる 1 日有収水量は令和元

年の１６，２１７㎥／日から令和１１年度では１４，０５０㎥／日、令和２１年度では 

１２，００５㎥／日まで減少すると見込まれています。有収水量が今後も減少するため、

料金収入も減少する見通しです。 

 

図４－１ 給水人口と１日最大給水量の推移 
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②施設効率性の低下 

１日平均給水量は令和元年の１９，３６６㎥／日から令和２１年には１４，０３８㎥／

日へと低下していくことが見込まれています。しかし、即座に配水池や浄水場などの既存

施設の規模を給水量の低下に合わせてダウンサイジングすることは逆に非効率となりま

す。基本的にはそれぞれの既存施設の更新に合わせてダウンサイジングや施設の統合を

図ることや、複数存在する施設は、給水量の低下に合わせ一部使用停止などを検討する必

要があります。また、広域化・共同化の実現が可能であれば、広域化・共同化の内容を加

味してダウンサイジングを検討する必要があります。 

また図４－２に示す通り、給水人口減少に伴い１日最大給水量と施設能力が大きく乖

離し、施設の稼働効率が低下していく見込みです。そのため、施設のダウンサイジングの

検討が必要となります。 

 

 

図４－２ １日最大給水量推移 

 

※受水量・・・・ 三重県との契約水量は、日最大水量としては１０，０００㎥／日で

すが、実際に使用します自主計画使用水量として、平成２６年度まで

は、４，５００㎥／日、平成２７年度からは、４，０００㎥／日とな

っています。 
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③広域化・共同化 

令和元年１０月に施行された水道法の改正において、水道事業の基盤強化と併せて広

域化・広域連携の推進が求められています。志摩市においても例外ではなく、将来的な課

題に対応するためにも、三重県を中心とした、広域化・共同化の協議に参画しているとこ

ろです。具体的には令和４年度までに「水道広域化推進プラン」を三重県が主体となり県

内市町の水道事業体で策定します。 

 

④神路ダム及び浄水場の維持管理と運転管理 

神路ダムの維持管理やそのダムの水を、薬品を使って浄化するため、浄水施設の運転管

理に多くの費用が掛かることから、県内の多数を占める地下水を利用する水道事業体よ

り、水道料金が高くなっています。今後の財政状況を考慮すると、広域化・共同化を進め

る中で、現在の神路ダム以外の水源を利用することの検討も選択肢として考えられます。

また、神路ダムの維持管理費用、浄水施設の運転管理費用、更新費用については財政・広

域化・共同化の状況に合わせて検討をしていく必要があります。 

 

４－２．内部環境 

①施設の老朽化 

昭和４３年県営志摩水道用水供給事業の供用開始当初から利用してきた水道施設は老

朽化が進んでいます。今後は、令和２年度策定の基本計画中間見直し建設改良年次計画に

定めた「送水管更新事業」「配水管更新事業」「浄水場更新事業」「配水施設更新事業」に

ついて具体的な計画を策定し、施設の更新に取り組む必要があります。 

特に管路は延長が膨大なため、全ての更新には長い年月を要します。管路の老朽化は漏

水の原因となるだけでなく、道路陥没の原因ともなり、事故などを引き起こす可能性があ

ります。また、既存水道管の大半は耐震構造を持たないため、南海トラフ地震が発生した

場合には多くの被害が想定されます。老朽管の更新工事においては原則、耐震管に置き換

えますので、耐震化という側面においても、老朽管の更新工事は、積極的に取り組む必要

があります。 

浄水施設や配水施設の経年化・老朽化については、今後効率的な更新が可能なものを検

討していくとともに、長寿命化対策にも取り組み、資産の更新を平準化することが重要と

なります。特に浄水施設は神路ダムとともに、広域化・共同化と連携しながら、志摩市水

道の水源の在り方を抜本的に検討し、また、浄水施設は、より高度な耐震調査も視野に入

れつつ、今後の更新費用とランニングコストなどを総合的に試算、検討して更新計画を策

定する必要があります。 
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②資金の確保 

現在の志摩市水道事業の留保資金は経営的に良好な状況にあり、当面の施設更新費用

を賄うことが可能です。一方で、先に述べたとおり人口減少に伴い給水収益の減少が見込

まれています。水道事業は装置産業と呼ばれるように、固定費（施設の減価償却費、起債

償還金、人件費等）の割合が９割以上と非常に高く、変動費（薬品費、動力費等）の割合

は低い状況にあります。従って、施設の更新費用の資金を確保するための財源管理が非常

に重要となってきます。水道事業の主な収益は水道料金ですが、更新費用を確保する際の

財源としては、内部留保資金以外にも企業債、国庫補助金等が挙げられます。国庫補助金

は当然として、企業債の利用も積極的に行うことが必要となります。資産の更新を中長期

的な計画で行うためにも、その財源確保策も併せて検討していくことが重要となります。 

志摩市の場合、今後は施設の更新によりかなりの支出増加が見込まれているため、現在

と同様の収入源のみでは事業継続が厳しくなると考えています。水道料金の見直しによ

る収入の増加は必要であるものの、現況料金は県内各市の中でも高く、施設の更新に要す

る費用を水道料金で賄おうとすると度重なる料金値上げが必要となります。水道使用者

への過度な負担となることが懸念されるため、料金値上げは慎重に検討する必要があり

ます。その対策として、事業費用のコスト縮減、広域化・共同化による支出の抑制をはじ

め、一般会計等との負担区分についても検討する必要があります。 

 

③職員 

いわゆる団塊世代の大量退職時代が経過し、経験や知識を有している職員が急速に減

少している傾向は志摩市水道事業も同様の状況であり、特に技術職員の確保は大きな課

題となっています。今後事業量の増加が見込まれる送水管更新事業・配水管更新事業・浄

水場更新事業・配水施設更新事業を適切に実施していくためには、技術職員の増員が必要

となります。また業務の高度化、多様化が進み職員一人当たりの業務量も増加傾向にあり

ます。このような状況下で、水道事業者として水道を運営・経営していくための知識をも

った職員を確保していかなくてはなりません。 

業務の種類としては、技術的な観点では水質の管理、水源・浄水場の施設運転管理、送

配水システムの把握、管路事故及び修繕対応、工事や設計の発注・監督業務などがありま

す。事務的な観点では地方公営企業の経営に関する予算作成及び決算、固定資産の管理及

び台帳の整備、料金徴収業務、窓口業務対応などがあります。 

いずれの業務においても職員の確保と併せて、積極的な民間活力の利用による業務の

省力化も必要です。 

平常時においては上記に挙げたような業務を適切に行いつつ、大規模災害発生等の非

常時には平常時業務に加えて復旧・応急給水等の対応を迅速に行う必要があります。従っ

て業務体制の構築においては災害時の機動的な対応を踏まえた人員配置を図る必要があ

ります。 
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水道事業に関する技術の継承や企業としての技術的・経営的な情報の共有・引継ぎとい

った課題についての対応も、今後さらに進めていく必要があります。持続的な水道事業運

営を図るための、業務のマニュアル等の整備も必要です。 

 

４－３．ＳＷＯＴ分析及び課題の整理 

①ＳＷＯＴ分析 

ＳＷＯＴ分析を活用し課題を整理していきます。 

ＳＷＯＴ（スウォット）分析とは「強み（Ｓｔｒｅｎｇｔｈ）」、「弱み（Ｗｅａｋｎｅ

ｓｓ）」、「機会（Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）」および「脅威（Ｔｈｒｅａｔ）」の４つのカ

テゴリーの頭文字Ｓ・Ｗ・Ｏ・Ｔから名付けられた事業分析のツールであり、事業環境

の変化に対応した経営資源の最適活用を図る戦略策定手法として、近年、水道事業ビジ

ョン等においても活用されており、体系的な整理・分析に有効な手法です。 

ＳＷＯＴ分析では、事業の状況を内部環境（自身がもつ資産やブランド力、品質など）

のプラス要因の「強み」とマイナス要因の「弱み」と、外部環境（取り巻く社会や市場、

法律など）のプラス要因の「機会」とマイナス要因の「脅威」に分けて整理します。 

 

表４－１ ＳＷＯＴ分析による整理 

 プラス要因 マイナス要因 

内部環境 

強み（Ｓｔｒｅｎｇｔｈ） 

自身の持つ強みや長所、 

得意なことなど 

弱み（Ｗｅａｋｎｅｓｓ） 

自身の持つ弱みや短所、 

苦手なことなど 

外部環境 

機会（Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ） 

社会や市場の変化などで 

プラスに働くこと 

脅威（Ｔｈｒｅａｔ） 

社会や市場の変化などで 

マイナスに働くこと 

 

ＳＷＯＴ分析で強み・弱み・機会・脅威が整理できたら、「クロスＳＷＯＴ分析」で戦

略の方向について考えていきます。 

クロスＳＷＯＴ分析では、内部環境と外部環境を組み合わせて、「強み×機会（積極化）」、

「強み×脅威（差別化）」、「弱み×機会（改善）」、「弱み×脅威（防衛・撤退）」という 4

つのパターンで、戦略を明確にします。 
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表４－２ クロス SWOT 分析による分類 

  内部環境 

  強み：S 弱み：W 

外
部
環
境 

機会：O 

強み×機会 

強みを発揮して 

機会を活かす 

弱み×機会 

弱みを改善して 

機会に挑戦 

脅威：T 

強み×脅威 

強みを利用して 

脅威を避ける 

弱み×脅威 

脅威の影響を 

最小限にとどめる 
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表４－３ ＳＷＯＴ分析結果 

 

内部環境 強み（S) 弱み（W)

磯部浄水場

・令和２年度に急速ろ過池設備が再塗装され
 る等、維持管理が丁寧に行われており、延
 命処置がとられている。
・太陽光発電、小水力発電を導入しており、
 エネルギー消費の面で環境問題に貢献して
 いる。
・バイオアッセイによる監視が行われており、
 包括的な水質管理が行われている。

・施設の老朽化が進んでいる。
・屋外設備であり、テロ防止対策は不十分。

施設の老朽化 ・法定耐用年数超過設備が無い。
・現時点で致命的な損傷はないが、機械電気
 設備をはじめ全体的に老朽化が進んでいる。

水道管路の老朽化

・法定耐用年数超過水道管路率が比較的低い。
・水道配管の資産管理をマッピングシステム
 により行っており、合理的な更新計画を立
 てやすい。

・水道管路更新率が０．２％と比較的低い。
・老朽化した水道管路の更新により、将来的
 に財政が圧迫される。

資金の確保

・総収支比率が比較的高い。
・経常収支比率が比較的高い。
・料金回収率が比較的高い。
・繰入金が無い。
・自己資本構成比率が高い。
・企業債償還元金対減価償却費比率が低い
 （減少傾向）。

・老朽化設備（主に水道管路）の更新を適正
 に進めると、将来的に事業存続が厳しくな
 る。

耐震性
・浄水施設の耐震化率100%。
・配水池の耐震化率が比較的高い。

・浄水場内の樹脂管類が劣化しているため、
 地震発生時に破損しやすい。

有収率 ー
・現在の有収率は全国平均並みだが、近年、
 管路の経年劣化が進み、有収率も少しずつ
 悪化している。

配水
・配水池貯留能力が比較的高い。
・給水人口一人当たり貯留飲料水量が比較的
 高い。

ー

緊急遮断弁
・配水池に緊急遮断弁が設置されており、大
 きな地震の際でも水が確保されやすい。

・緊急遮断弁の設備維持費用が必要。

外部環境 機会（O) 脅威（T)

給水区域
・給水普及率が100%であることから、税負担
 などの公平性は保たれる。

・半島などがあり、水道管路の距離が⻑い。
・地形的制約のため、配水ポンプ場が多く設
 備維持費用が必要。

人口・給水量など
・人口が減少しているため、ダウンサイジング
 の余地がある。

・給水人口は年々減少している。
・配水量は減少傾向。
・少子高齢化が進んでいる。
・ミネラルウォーターの飲用率が増加してい
 る。
 →結果、給水収益が減少している。

施設利用率
・夏季に観光客と帰省者が多く訪れるため、
 水道使用量が増加し収入増加する。

・施設点数が多く、施設利用率が低くなって
 いる。

水質の悪化
・重金属濃度、有機化学物質濃度が比較的低
 い。

・最大カビ臭物質濃度が比較的高い。
・消毒副生成物濃度が比較的高い。

広域化・広域連携
・三重県主導の勉強会に参加しており、広域
 化に対して積極的に検討している。

・隣接する伊勢市との間に山が広がり、施設
 連携がとりにくい。

ダム ・自己水源として神路ダムがある。
・原水がダム水のため、カビ臭物質濃度が増
 加する。
・神路ダムの維持費が高い。

直結給水率 ー
・直結給水率が比較的低いため、受水槽起因
 の水質事故が発生する可能性がある。

職員 ー
・水道業務平均経験年数が比較的低い。
・技術者の人数が少ない。
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②クロスＳＷＯＴ分析 

次にクロスＳＷＯＴ分析を行い、課題の深堀りをします。 

内部環境と外部環境を組み合わせる（クロス）させることで「弱み」や「脅威」といっ

た弱点を整理することで、重要な課題を導き出すことができます。 

 

表４－４ クロスＳＷＯＴ分析結果 

 

 

 

 

 

強み：S 弱み：W

・設備更新時にダウンサイジングすること
 により、更新費・維持管理費用の削減の
 余地がある。

・広域化について勉強会に参加しているが、
 具体的なことはまだ決定しておらず、広
 域化による財政改善の見込みが立ってい
 ない。

・施設の耐震化が進んでおり、大きな地震
 時でも安定的な給水が可能。

・水道管路の更新率が低く、今後の管路の更
 新により財務状況が厳しくなる。

・配水池の貯留能力が高く、災害時の給水
 能力が高い。

・神路ダム及び浄水場の運転管理費が高く、
 また、他に安定した自己水源を保有してい
 ない。

・南勢志摩水道用水供給事業と垂直統合・
 施設共同化をすることにより、配水量を
 確保しながら施設のダウンサイジング・
 統廃合を進められる可能性がある。

ー

・伊勢市、南伊勢町、鳥羽市などの隣接市
 町と水平統合・共同発注による事務合理
 化により、事務費用を軽減できる可能性
 がある。

ー

・広域化、共同化により施設点数を減らす
 ことで、施設利用率が向上し維持管理費
 用の抑制が見込まれる。

・半島地域の水供給のため配水ポンプ設置は
 避けられず、当該設備維持費用は削減が厳
 しい。

ー
・配水量の減少により給水収益が減少してい
 る。

ー
・水源のカビ臭に対応するため、粉末活性炭
 設備を備える必要があり、支出が増加す
 る。

ー

・給水収益が減少し、支出は減少しないた
 め、将来における独立採算制での水道事
 業継続が財政的に厳しい予想となってい
 る。

ー
・技術者数が少なく、更新事業などへの技術
 的対応が困難。

内部環境

脅威：T

外
部
環
境

機会：O
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③課題の整理 

クロスＳＷＯＴ分析の結果、志摩市水道事業における重要課題は以下のとおりとなり

ます。 

 

・⻑期将来にわたり水道管路更新を健全に進めるための収入の確保。
・他地域との広域化、共同化を進めることによる事業状態の改善。
・更新事業を加速するための技術職員の確保。

重要課題
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第５章 志摩市水道事業の目指す方向性 

 

５－１．基本理念 

 

厚生労働省策定の新水道ビジョンでは「安全」、「強靭」、「持続」の３つの観点から５０年

後、１００年後の水道の理想像を示しています。これを踏まえ、平成３０年に策定した志摩

市水道事業経営戦略では、志摩市水道事業の基本方針として下記を定めています。 

 

安全：「安心しておいしく飲める水道」 

強靭：「災害時でも安定して供給できる水道」 

持続：「将来にわたって市民生活を支える水道」 

 

また志摩市では令和２年度に策定した第２次志摩市総合計画・後期基本計画（令和３年～

７年度）において、「自然と共生するまち」「市民が誇りをもてるまち」「次世代につながる

まち」と３つの基本理念を掲げています。 

これらを踏まえ、志摩市新水道ビジョン２０２１では「次世代につながる安全安心で強靭

な水道」を基本理念として掲げ、基本方針を、「安全・強靭・持続」と定めます。 

 

 

 

次世代につながる安全安心で強靭な水道 

厚生労働省の新水道ビジョンが掲げる水道の理想像 

「時代や環境の変化に対して的確に対応しつつ、水質基準に適合した水が、必要な量、

いつでも、どこでも、誰でも、合理的な対価をもって、持続的に受け取ることが可能な

水道」 

基本理念 

「次世代につながる安全安心で強靭な水道」 

基本方針 

安全：「安心しておいしく飲める水道」 

強靭：「災害時でも安定して供給できる水道」 

持続：「将来にわたって市民生活を支える水道」 

28
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一方で、前回のビジョン策定時からの時代の経過とともに、志摩市水道事業を取り巻く環

境の変化として、 

・磯部浄水場の資産譲渡 

・人口減少の進行に伴う給水収益の減少 

・水道管路・施設の経年化及び老朽化 

・広域化・共同化への対応や検討 

等、水道事業環境の変化に伴い新たな課題への対応も必要となっています。 

従って、前回の水道ビジョンの基本理念を引き継ぎながらも、新たな課題解決も目指した

うえでの将来像を設定し、水道事業の経営に努めています。 

 

５－２．基本目標の設定 

基本理念を実現するために、志摩市新水道ビジョン２０２１では、「安全」「強靭」「持続」

それぞれについて、次の通り３つの基本目標を定めます。 

 

 

安全 

強靭 

持続 

次世代につながる安全安心で強靭な水道 

将来にわたって市民生活を支える水道 

 ・人口減少社会を踏まえた対応 

 ・経営の健全化・効率化 

 ・広域化・共同化による事業状態の改善 

災害時でも安定して供給できる水道 

 ・水道施設の耐震化 

 ・老朽管の更新・老朽施設の整備 

・技術職員の確保 

安心しておいしく飲める水道 

 ・水質管理体制の強化 

 ・水安全計画の見直し 

 ・施設配置・運用の見直し 
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第６章 実現方策 

 

６－１．実現方策の体系 

前章までにおいて以下の通り設定した基本目標に対し、次節から具体的に実現方策を説

明します。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標
①水質管理体制の強化

②水安全計画の見直し

③施設配置・運用の見直し

①水道施設の耐震化

②老朽管の更新・老朽施設の整備

③技術職員の確保

①人口減少社会を踏まえた対応

②経営の健全化・効率化

③広域化・共同化による事業状態の改善

基本方針

安心しておいしく飲める水道

災害時でも安定して
供給できる水道

将来にわたって
市⺠⽣活を⽀える水道持続

強靭

安全
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６－２．具体的な実現方策 

   安心しておいしく飲める水道 

   ・水質管理体制の強化 

   ・水安全計画の見直し 

   ・施設配置・運用の見直し 

 

①水質管理体制の強化 

引き続き水質基準等を遵守しつつ、水質検査計画に基づき適切な水質監視を行ってい

きます。志摩市は神路ダムを主な水源としているため、水道水に異味臭物質が入りやすい

環境にあります。そのため、今後も検査体制の充実強化を図るとともに、技術職員の研修

参加等を積極的に促進し、管理体制の維持向上に努めます。 

 

②水安全計画の見直し 

水道法で定める水道水質の基準を遵守し、安全な水道水を供給するために、平成２９年

に「志摩市磯部浄水場水安全計画」を策定しました。今後も必要に応じて水安全計画の見

直しを進めます。 

 

③施設配置・運用の見直し 

水道施設の配置や運用方法の見直しを行うことで、水道水質の安全性を更に高めてい

きます。具体的には、磯部浄水場の塩素注入点を中塩素・後塩素等とすることによりトリ

クロロ酢酸等の消毒副生成物や、効果的な活性炭の使用により、藻類由来の異味臭物質の

抑制に努めています。 

安全 

31



 
志摩市新水道ビジョン 2021 
 

 

   災害時でも安定して供給できる水道 

   ・水道施設の耐震化 

   ・老朽管の更新・老朽施設の整備 

   ・技術職員の確保 

 

①水道施設の耐震化 

各配水池はすでに耐震診断を実施し、耐震性がないと判断された配水池の耐震補強工

事は完了しています。磯部浄水場浄水施設は、三重県企業庁が簡易耐震診断を行い必要箇

所の耐震補強工事が完了しています。現在は、動的解析という、より高度な解析方法が主

流となっていることを踏まえ、今後、既存施設の動的解析による耐震診断の実施の検討を

進めています。 

管路につきましては、既設資産が膨大なため、計画的かつ継続的に更新を続けていく必

要があります。また、老朽管の更新事業を実施することで、新しい管路は耐震管に置き換

わりおのずと耐震化率も向上することから、基本計画中間見直しに基づく計画的な送水

管更新事業と配水管更新事業を実施します。また、上位計画である「第２次志摩市総合計

画＿後期基本計画」に記載されている通り、令和７年に上水道送水管の耐震管率が２７％

となるように更新を進めていきます。 

 

②老朽管の更新・老朽施設の整備 

水道管路は道路に埋設されていることで目視が難しいことから、更新の重要性が認知

され難いものであり、志摩市水道事業における管路更新率は０．２％と低く留まっていま

す。適切な更新計画を策定し管路の更新率を向上させていくことが重要です。基本計画中

間見直しでの送水管更新事業と配水管更新事業の計画に従い、水道管路の更新を進めて

いきます。 

浄水場及び配水施設の機械電気設備についても、基本計画中間見直しでの浄水場更新

事業と配水施設更新事業の計画に従い、更新及び長寿命化改修による延命化を進めます。 

また、将来的には水源の見直しや広域化・共同化を含めた抜本的な施設のあり方の見直

しも必要になることが予想されるため、基本となる考え方や整備計画の策定についても

検討します。 

 

③技術職員の確保 

今後事業量の増加が見込まれる送水管や配水管、浄水場、配水施設の更新事業を着実

に実施していくため、技術的な知識をもった職員の確保に努めます。 

 

 

 

強靭 
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   将来にわたって市民生活を支える水道 

   ・人口減少社会を踏まえた対応 

     ・経営の健全化・効率化 

   ・広域化・共同化による事業状態の改善 

 

①人口減少社会を踏まえた対応 

給水人口減少に伴う料金収入の減少を踏まえた上で、財源の有効な使用方法を継続し

て模索します。施設の統廃合や合理化を引き続き検討し、給水人口に見合った施設の維持

管理を進めます。また、ＩＣＴ導入による水道施設運転管理の省力化も検討します。 

 

②経営の健全化・効率化 

水道事業は、地域住民の生活に欠かせない重要なライフライン事業であり、健全な経営

状況および健全な施設水準を維持することが原則です。今後厳しくなる経営状況の中で

も民間活力の有効利用等を引き続き検討し、効率的な経営を行っていきます。また、将来

にわたる事業存続のためにも、人口の減少が懸念される現時点において、次世代への負担

を先送りするような施策は出来るだけ回避し、必要に応じて料金改定を検討します。ただ

し、料金改定は市民生活および企業活動に直接影響を与えることになるため、多方面の意

見を聴取し、慎重に取り組む必要があります。令和２１年度以降、給水人口が３万人を下

回り給水収益が激減した場合には、地方公営企業の大原則、独立採算制の確保のための料

金は、現行の一般的な水道料金の価格を大幅に上回ることから、料金改定は困難になると

想定できますので、将来的には、そのような情勢での事業運営の対策の検討も必要になる

と考えています。 

 

③広域化・共同化による事業状態の改善 

現在志摩市では、三重県主催の「三重県水道事業基盤強化協議会」に参加し、広域化を

はじめとする連携方策を検討しています。今後、効率的な水道事業の運営のため、三重県

が中心となる広域化や近隣の水道事業者と連携した事業管理の一体化、水道施設の共同

化に向けた検討を進めます。特に神路ダムを水源とする水運用は、広域化・共同化により

現在と異った水運用についても検討を進めます。 

持続 
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第７章 経営戦略  

 

７－１．経営戦略の概要 

前章までに整理したように、志摩市の水道事業環境は変化しており、長期的な視点では給

水人口の減少や施設の老朽化が大きな課題となっています。給水人口の減少は水道料金減

少という収入の低下を招き、施設の老朽化は施設更新費用の増加が想定されます。このよう

な厳しい状況の中で、水道施設の投資の効率化や財源の確保を検討する必要があります。志

摩市水道事業を将来にわたって持続可能な経営を可能とするために「志摩市水道事業経営

戦略」を改定します。 

 

計画期間：令和３年度～令和２１年度（１９年間） 

基本方針：(安全)「安心しておいしく飲める水道」 

(強靭)「災害時でも安定して供給できる水道」 

(持続)「将来にわたって市民生活を支える水道」 

 

志摩市経営戦略では平成２９年度に策定済みですが、総務省事務連絡（令和３年１月２２

日付）「令和３年度の公営企業など関係主要施策に関する留意事項について」において経営

戦略策定後、３年から５年内の見直しを図ること、また令和７年度までに見直しを行うこと

が求められています。 

  

７－２．経営戦略の検討の流れ 

経営戦略は大きく以下の検討を行っています。検討を行う中で、将来どのように財政収支

が推移していくかを検討し、より最適な経営方針を策定します。なお、①将来の事業環境の

検討については水道ビジョンと経営戦略は共通であり、前章までにまとめた通りです。 

 

①将来の事業環境の検討（水使用量、施設更新予定、職員数などの見込み等） 

②投資計画 

③財政収支計画 

 

７－３．経営の基本方針 

経営戦略では３つの基本方針の内、特に「持続」に重点を置き、将来にわたって水道事業

が持続可能な経営戦略を策定します。 

（持続）「将来にわたって市民生活を支える水道」 
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７－４．投資計画 

①施設更新計画 

投資は施設更新計画（令和２年策定の基本計画）に基づき行う予定です。令和２～２１

年までの２０年間で施設更新費用は総額１２５億円（税抜）、内国庫補助１８億円を見込

んでいます。施設更新計画において主な事業は送水管更新事業です。配水管や浄水場、配

水池等の更新は過去の実績から必要な費用を計上しました。特に配水管は老朽化が進む

ことから、毎年３億円程度の更新を継続的に行っていく必要があります。 

 

②施設更新計画の財源について 

送水管更新事業は国庫補助が見込めるため、国庫補助を活用していきます。全体事業費

から国庫補助額を控除した残額の８０％に対して企業債を財源とし、残りの２０％を自

己財源とする予定です。 

その他の更新事業については基本的に自己財源を用いて更新していく予定です。 

  

投資及び財源計画を表に示します。 
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年
度

合
計

項
目

全 体

事
業

費

財 源

配 水 施 設 更 新

事
業

費

財 源

浄 水 場 更 新

事
業

費

財 源

送 水 管 更 新

事
業

費

財 源

配 水 管 更 新

事
業

費

財 源
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７－５．財政収支計画 

志摩市水道事業において、人口の減少に伴う有収水量の低下による給水収益の減収が

見込まれています。人口減少は全国的に進む見込みであり、その影響は水道事業の経営に

も多大な影響を与えることとなります。前章までに示した通り、様々な施策や支出抑制策

を検討し、支出の削減に努めます。また、事業開始から５０年が経過し、浄水場や配水池、

配水管が老朽化し、再投資を行う時期となってきております。現在の水道の水質、水圧、

水量を確保するためには施設の再投資は避けては通れません。 

人口減少による給水収益減少、老朽化による施設の更新費用の増加といった事態に対

して、水道事業による経営努力だけでは水道事業の健全な経営を持続することが困難に

なることが予想されます。 

水道事業の経営持続のため、本経営戦略では次のように検討しました。 

 

 

・令和９年度までの利益分の積立と、令和１１年度からの欠損金への補填。 

・企業債の充当率を増加し、資金（現金）の減少を抑える。 

  ・市民生活及び企業活動に大きな影響を与える水道料金の可能な限りの値上げ抑制。 

 

 

 

〇健全な経営の評価項目 

①経常損益： 

マイナスとならないことを目標とします。マイナスとなっても一時的なものとしま

す。マイナスが続く場合、支出の見直しや料金改定等の検討が必要となります。 

 

②資金（現金）： 

資金が枯渇（マイナス）しないことを目標とします。施設の再投資の財源であるため、

枯渇すると財政の健全性が損なわれます。 

 

③料金回収率： 

１００％を下回らないことを目標とします。水道事業は独立採算を基本としている

ことから、適正な料金収入を確保する必要があります。料金回収率が低い場合、収入の

不足額を補填することとなりますが、料金改定も視野に入れて、料金収入の確保に努め

ることが求められます。 
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④給水収益に対する企業債残高の割合： 

企業債残高は少ないほうが望ましいです。水道事業の施設は多額の財源が必要とな

ります。企業債を利用しない場合、財政上に非常に大きな影響を与えたり、必要な投資

をする機会を逃すことにつながり事業運営上のリスク（給水停止等）が高くなります。 

更新事業の実施には、全国的な同規模団体の実情を鑑みて効率的な企業債の活用が

必要となります。 

 

〇検討結果 

①経常損益： 

令和１１年度から経常損益がマイナスとなりますが、利益積立金で補填することで、

令和２０年度まで繰越欠損金は発生しません。 

なお、料金改定は、市民生活、企業活動への影響を鑑み、短期的に大幅な料金改定を

行うことは難しいと考えています。本検討では令和２１年度においても資金残高を確

保することを基準として令和１７年度に１０％改定に留めます。今後進める広域化・共

同化などで現行料金を継続できる手法を検討し、基本的には５年ごとに現状を整理し、

料金の改定時期、改定率などを含めて財政計画を見直すこととします。 

 

②資金（現金）： 

令和２１年度に１１億円の資金残高を確保することができます。 

 

③料金回収率： 

経常損益の赤字発生と同時期の令和１０年度に回収率が１００％を下回ります。料

金改定により一時的に９６．９％まで回復しますが、その後、９０％を下回る見込みで

す。 

 

④給水収益に対する企業債残高の割合： 

現状の１２８％は同規模事業体（給水人口３～５万人）と比較しても特に高くはなく、

健全な値と考えられます。令和２１年度には２２０％程度まで上昇しますが、同規模事

業体では３００～４００％であることから健全性は保たれていると判断されます。 
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〇まとめ 

収支ギャップの定義 

「経常損益のマイナス」、「資金（現金）の枯渇」 

 

収支ギャップの解消対策 

「経常損益のマイナス」→料金改定、利益積立金。 

「資金（現金）の枯渇」→令和２１年度末までは資金枯渇はしない。 

 

収支ギャップ解消についての説明 

料金改定は、３８ページの〇検討結果①経常損益での記述の通りです。 

利益積立金は、令和９年度までの経常損益の利益分を積立て、その「利益積立金」を

令和１１年度以降に発生する欠損金に補填する予定です。よって「利益積立金」取崩後

の経常損益において令和１１～２０年度まで繰越欠損金は発生しない見込みです。 

令和２０年度に「利益積立金」が消滅し、令和２１年度は繰越欠損金が発生しますが、

資金確保ができているため、直ちに経営破綻し、水道事業が運営停止になるということ

にはなりません。 

令和２１年度以降も給水人口は減少し収益も減少しますが、その減少分のすべてを

水道料金の値上げで賄うことは困難と想定します。志摩市の水道料金が高い最たる要

因は神路ダム及び磯部浄水場を使用しての水運用方法です。将来にわたり、現行料金で

安定的な水道事業の運営が継続できるよう、広域化・共同化など積極的に検討し、安価

で効率的な水づくりの新たな手法と今後の神路ダム及び磯部浄水場の在り方を、変化

し続ける社会・経済状況を踏まえて、継続して検討していくこととします。 

また、全国的に見ても志摩市と同じような課題を持つ市町が多いことから、公営企業

の独立採算制の大原則の見直しなどを含め、将来的には事業運営費用の一部負担を国

や一般会計に求めていくことも検討する必要があります。 
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表.７－２ 財政収支の見通しの算定項目 

 

 

 

  

給水収益 有収水量×供給単価 R17に供給単価を10％値上げ

その他 過去5年の平均値

長期前受金
過去分は会計システムより

新規分は減価償却計算から算出

人件費 職員数等から算出、R5以降は同値 R5以降、職員数は一定

経常経費 浄水水量や物価変動費率を考慮

減価償却費
過去分は会計システムより

新規分は減価償却計算表より

企業債利息償還金
過去分は会計システムより

新規分は企業債計算表より

企業債 将来の投資計画より

国庫補助金 将来の投資計画より

その他 消費税調整額等

建設改良費 将来の投資計画より

その他 消費税調整額等

企業債元金償還金
過去分は会計システムより

新規分は企業債計算表より
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図７−１ 収益的収⽀の⾒通し 

図７−２ 資本的収⽀の⾒通し 
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図７−３ 料⾦回収率の⾒通し 

図７−４ 給水収益に対する企業債残⾼の割合の⾒通し 
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巻末資料（用語の解説） 
 
１）公営企業関連用語 
【か行】 

・企業債（きぎょうさい）  
 地方公営企業の資産取得などの財源として起こされた地方債のこと。 

 
・経常収⽀、経常損益（けいじょうしゅうし、けいじょうそんえき） 
 経常収益（＝営業収益＋営業外収益）−経常費用（＝営業費用＋営業外費用） 

 
・減価償却（げんかしょうきゃく） 
 固定資産の取得原価を利用する各年度の費用として割り当て、費用配分を行い、それによ
って投下された資本を回収する会計処理。 

 
【さ行】 
・収益的収入（しゅうえきてきしゅうにゅう） 
 料⾦収入などの営業収益、受取利息、補助⾦、受託工事収益などの営業外収益、固定資産
売却益などの特別利益をいう。 

その期の営業活動に伴う収益のことで、損益計算は、これに基づいて行われる。 

 

収益的収入： 

①サービスの提供の対価としての料⾦収入を主体とする「営業収益」 

②受取利息・他会計補助⾦等の「営業外収益」 

 
・収益的⽀出（しゅうえきてきししゅつ） 
 人件費、物件費、減価償却費などの営業費用、⽀払利息や受託工事費などの営業外費用、
固定資産売却損などの特別損失をいう。 

その期の営業活動に伴う収益に対応する費用のことで、損益計算は、これに基づいて行われ
る。 

収益的⽀出： 

①サービスの提供に要する人件費・物件費等の「営業費用」 

②⽀払利息等の「営業外費用」 

③固定資産売却損･臨時損失･過年度損益修正損等の「特別損失」及び「予備費」 
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・資本的収入（しほんてきしゅうにゅう） 
 効果が次期以上に及び、将来の収益・財源となる収入のこと。 

 資本的収入の主なものは、企業債、固定資産売却代⾦（売却益は除く）、他会計からの出
資⾦、⻑期借入⾦、建設改良事業の補助⾦、負担⾦、寄付⾦等収益に関係のない収入で現⾦
を予定されるものをいう。 

 
・資本的⽀出（しほんてきししゅつ） 
 効果が次期以上に及び、将来の収益に対応する⽀出のことで、資産を取得するための⽀出。 
 資本的⽀出の主なものは、建設改良費、企業債償還⾦（元⾦）、他会計からの⻑期借入⾦
償還⾦等、費用とは関係のない⽀出で、現⾦⽀出を必要とするものなどをいう。 

 
【は行】 
・補助⾦（ほじょきん） 
 国庫補助⾦と一般会計補助⾦がある。営業活動に充てるための補助⾦は営業外収益で、資
産を取得するために充てた補助⾦は資本剰余⾦に含まれる。 

 

２）水道用語 
【あ行】 
・塩素処理（えんそしょり） 
 次亜塩素酸ナトリウムなどの塩素剤を使用した消毒処理のことで、塩素の強い殺菌作用
によって、水中の病原菌などを殺し、飲料水としての安全性を確保する。 

 
【か行】 
・カビ臭（かびしゅう） 
 水につく微生物起因の異臭の一つ。原因は主に藍藻類や放線菌が産生する発臭物質、ジェ
オスミン、2−ミチルイソボルネオールなどであり、0.01μｇ/リットル以下の濃度でも感じ
られる。土臭や墨汁臭として感じられることもある。 

 
・簡易水道（かんいすいどう） 
 計画給水人口が５０００人以下の水道。 

 
・給水管（きゅうすいかん） 
 給水装置および給水装置より下流の受水槽以下の給水設備を含めた水道用の管のことを
いう。水道事業者の管理に属する配水管と区別した呼び名。 
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・給水原価（きゅうすいげんか） 
 水１㎥を給水するためにいくら費用がかかったかを示す。数値は小さいほど良いことに
なる。 

 
・給水人口（きゅうすいじんこう） 
 給水区域内に居住し、水道により給水を受けている人口をいう。給水区域外からの通勤者
や観光客は給水人口に含まれない。水道法に規定する給水人口は、事業計画において定める
給水人口（計画給水人口）をいう。 

 
･急速濾過方式（きゅうそくろかほうしき） 
 原水を薬品により凝集沈澱処理して濁質をできるだけ沈澱池で除去したのち、急速ろ過
池で 1 日 120〜150m のろ過速度でろ過し、さらに塩素消毒を行う浄水方式をいう。 

 
・供給単価（きょうきゅうたんか） 
 水１㎥当たり平均いくらで売ったかを示す。給水原価を上回る必要がある。 

 
・凝集沈澱（ぎょうしゅうちんでん） 
 水中に懸濁（微細な粒子が水の中に分散している状態）している浮遊物質を、凝集剤等を
用いて凝集させ沈澱分離することをいう。 

 
・クリプトスポリジウム（くりぷとすぽりじうむ） 
 原生動物の原虫類に属する水系病原性生物。トキソプラズマとごく近縁関係にある原虫
で、その形態はよく似ているが、オーシスト（嚢胞体）は球形で 3〜4μｍと小さく、オー
シストの中に 4 個のスポロゾイドがある。その原虫に感染した症状は、典型的な水様性の下
痢であり、発汗、腹痛、痙攣様（けいれんよう）腹痛がある。 

 
・原水（げんすい） 
 浄水処理する前の水。水道原水には大別して地表水と地下水があり、地表水には河川水、
湖沼水、貯水池水が、地下水には伏流水、井水などがある。 

 
【さ行】 
・残留塩素（ざんりゅうえんそ） 
 浄水場では、家庭のじゃ口まで消毒効果を維持するために塩素を注入している。一部はじ
ゃ口に届く前に分解するが、分解せず水中に残留している塩素のことを残留塩素と呼ぶ。消
毒剤としての塩素は、消毒効果が⾼く確実であること、持続性があること、残留量の測定が
容易で維持管理が容易であること、等の優れた点がある。 
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・水道（すいどう） 
 導管及びその他の工作物により、水を人の飲用に適する水として供給する施設の総体を
いう。ただし、臨時に施設されたものを除く。工業用水道や下水道と区別し、上水道といわ
れることがある。 

 
・水道事業（すいどうじぎょう） 
 一般の需要に応じて、計画給水人口が 100 人を超える水道により水を供給する事業をい
う。計画給水人口が 5，000 人以下である水道により水を供給する規模の小さい水道事業は、
簡易水道事業として特例が設けられている。計画給水人口が 5，000 人を超える水道による
ものは、慣用的に上水道事業と呼ばれている。 

 
【た行】 
・濁度（だくど） 
 濁度とは、水の濁りを数値で表したもので、土壌その他浮遊物質の混入、溶存物質の化学
的変化などにより変化する。 

 
【な行】 
・農薬（のうやく） 
 農作物、樹木、農林産物等に対して害を及ぼす病害虫を防除する薬剤。これらは、使用目
的により殺菌剤・殺虫剤・除草剤・殺ダニ剤・殺線虫剤・殺⿏剤（さっそざい）・植物成⻑
調節剤・忌避剤（きひざい）・誘引剤等に分類される。 

 又、健康に対しての影響は、軽症の場合「頭痛」「めまい」「はきけ」等が、重症となる
と「けいれん」「しびれ」「呼吸障害」等で、「死」に至ることもある。 

 
【は行】 
・配水池（はいすいち） 
 浄水場から送り出された水を一時的に貯めておく施設のこと。ほとんどが標⾼の⾼い場
所にあり、自然落差を利用して、家庭に給水している。 

 
【ま行】 
・無効水量（むこうすいりょう） 
 使用上無効と⾒られる水量のこと。配水本⽀管、メータｰより上流部での給水管からの漏
水量、調定減額水量、他に起因する水道施設の損傷などによって無効となった水量及び不明
水量をいう。 
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・無収水量（むしゅうすいりょう） 
 給水量のうち料⾦徴収の対象とならなかった水量。事業用水量、メータｰ不感水量、その
他、公園用水、公衆便所用水、消防用水などのうち料⾦その他の収入がまったくない水量を
いう。有効無収水量ともいう。 

 
【や行】 
・有機物：過マンガン酸カリウム消費量（ゆうきぶつ：かまんがんさんかりうむしょうひり
ょう） 

 被酸化性の物質である、雑排水・腐敗物質・肥料等のこと。これらの物質と反応し、消費
される過マンガン酸カリウムの量（㎎／㍑）で表される。水質汚染を判断するうえでの、重
要な指標。 

 
・有収水量（ゆうしゅうすいりょう） 
 料⾦徴収の対象となった水量。 

 
・有収率（ゆうしゅうりつ） 
 有収水量を配水量で除したものをいう。 
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